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令和２年８月９日(日)発行 

【学校教育目標】自ら生きる力を培う生徒の育成 
【めざす学校像】生徒一人ひとりの夢と志を育む学校 
【一徳運動】「みそあじ運動（みなり・そうじ・あいさつ・じかん）」 

 

 
 

今日８月９日は、何の日 
か知っていますか？ 
７５年前の８月９日(木) 

午前１１時０２分にアメ 
リ       リカ軍によって長崎に原子 

爆弾が投下され、一瞬のう 
ちに多くの尊い生命が奪わ 
れました。また、７５年も 
経過した今でも原爆後遺症 
に苦しむ方々がたくさんい 
ます。あなたたちの中で、 

７５年前の今日原子爆弾が落とされたこと
は知っていても、時間まで知っている人は少
なかったのではないでしょうか？ 
あなたたちは、長崎県で生まれ育った人た 

ち（あるいは長崎県内に暮らしている人）な
のですから、『昭和２０年(1945 年)８月９日
午前１１時０２分』･･この時をしっかりと胸
に刻みつけ、決して忘れることなく生き、そ
れぞれの立場で平和な世の中を創りあげて
いく担い手になって欲しいと願っています。 
“生まれる前のことだから知らない” 
“昔のことだから関係ない”ではすまされな
いのです。現在の日本の平和は、私たちの祖
先や先輩の尊い犠牲の中で築かれてきたと
言っても過言ではありません。平和の大切さ
や恩恵をしっかりと理解するとともにこの
平和を維持し、後世に残していくことが私た
ちに課された最大の義務であると考えます。
長崎を地球上で最後の被爆地にしなくては
ならないと切に思います。原爆後遺症に苦し
む多くの人にとって、まだ戦争は終わってい
ないのです。今日の平和学習で何かを感じと
り行動に移して欲しいと思います。 
※広島に原爆が投下されたことも知ってい
ますよね？いつのことか自分で調べてみよ
う！先日「黒い雨」訴訟の判決も出ましたよ。 

 
 
 

 
夏休みが始まって、約 3 分の１が過ぎました。

『もう 3 分の 1』と感じるか、『まだ 3 分の 1』
と感じるか、各人の今日までの夏休みの過ごし方
によってずいぶん違うことでしょう。夏休み前に
立てた計画、目標は１つでも達成できています
か？夏休みの宿題の進捗状況はいかがですか？ 
さて、皆さんに考えてほしい話をします。 
勉強というのは、長い期間にわたるものであり、

いつもやる気満々で勉強を続けることはとても難
しいことです。正直な気持ちを生徒に聞くとイヤ
イヤ勉強をしている場合が少なくないものです。
そんな時こそ一番重要なのは、勉強を習慣化して
しまうことです。そのためにも計画＝プランをき
ちんと立てる必要があるということです。長期間
にわたる勉強を最後までやり通すには、規則正し
い生活を送る必要があります。毎日の生活がきち
んと規則正しくできないと長続きのする勉強がで
きないのです。（その他の面においてもです！） 
生活プランで、まず大切なことは睡眠時間と食

事の時間、勉強時間の始まりと終わりをきちんと
決めることです。生活のリズムが決まり、頭の働
きのリズムが一定化してくると、今以上に能率が
上がった勉強ができるようになります。プラン通
りの規則正しい生活ができるようになると、勉強
をする予定の時間になれば自然に頭の働きが 活
発になり、イヤイヤ･･シブシブ勉強していた（さ
せられていた？）頭が、いつの間にか能動的かつ
能率的に働く習慣が身に付くと言われています。 
また、同じような勉強を続けていると、能率が

段々下がってくるので、数学の次は英語、次は社
会とか、計算問題をやったら次は暗記、次はノー
トまとめというように科目や方法、内容を変えた
り、適当に休憩を入れたりしながら行っていくと
よいと思います。昼寝や適度な運動は、気分をリ
フレッシュさせ、脳の活性化につながります！つ
まり、これらを上手に組み込んだオン・オフのあ
るメリハリのある生活を送ることが大切です。 
時間は万人に平等に訪れ、過ぎていくものです。

残された１４日間の貴重な夏休みを有効に使うた
めに、今日から早速生活を切りかえ充実した時間
を過ごしましょう。特に 3 年生は、どんな夏休み
を過ごしたかが、どんな「春」になるかというこ
とに大きく影響します。 
今かいている汗は、きっと喜びの涙になりま

す！まだまだ間に合いますよ！頑張ろう！ 

｢８・９｣忘れてはならない

日 

暑中お見舞い申し上げます 



  
 
 
 
市中体後の「がんばったメッセージ」の第２弾です。

全力を尽くして戦い抜いた、各部のそれぞれの思いを
お伝えします。（敬称略・ほぼ原文通り） 
 
女子ソフトテニス部（主将：田中 さくら） 
私たち女子ソフトテニス部は、１日目の団体戦は負

けてしまいました。２日目の個人戦では、３年生は全
員１回戦を勝つことができました。悔いなく試合がで
きたのでよかったと思いました。２年生や１年生は、
来年に向けて頑張ってほしいです。そして、吉井中学
校の伝統を受け継いでほしいと思います 

 
男子ソフトテニス部（主将：前岳 伸孝） 
僕たち３年生は、中学生最後の市中体で団体戦３位

入賞という成果を上げ、中学校３年間の集大成を皆に
見せつけることができました。市中体が終わり、３年
生は受験へ、１・２年生は新しい体制で部活動が始ま
ります。大きな行事が１つ終わったからと言って気を
抜かず、次の大会へ向けて一生懸命頑張って下さい。 

 
柔道部（主将：吉田 壮汰）  
市中体では団体戦とそれぞれ個人戦に出場する予

定でしたが、直前の練習で部員の１人がけがをしてし
まったため、出場可能な人数ギリギリだった僕たち
は、残念ながら団体戦に出ることが出来ませんでし
た。その悔しい思いも全て個人戦にぶつけようと頑張
り、個人戦では、第２位の成績を残すことができまし
た。市中体後、一緒に頑張ってきた部員の 1人が転校
することになり、今後は男子２人の部になってしまい
ますが、これからもきつい練習を乗り越えて頑張って
いきたいと思います。（部員も募集しています！） 
 
軟式野球部（主将：中川 丞太郎）  
東北での大雨、熊本の大雨、新型コロナウイルスの

大感染などといった日本中、世界中が大混乱の中、試
合を行えたことはとても幸せなんだなぁと感じまし
た。保護者の方々や県北の野球連盟の方々、相手チー
ムの選手や保護者の方々、バスの運転手の方など、多
くの人に支えてもらいました。あと少し野球ができる
チャンスがあるので、全力でプレーして恩返しをした
いです。 

 
※市中体での軟式野球競技は、期間中の試合消化がで
きずベスト８まで決定したところで打ち切りとなり
ました。その後、軟式野球連盟主催の大会が開催され、
準々決勝・準決勝・決勝が行われ、本校軟式野球部は
第３位に輝きました。見事な戦いぶりでした。今回ベ
スト４に残ったチームは、ビッグＮ球場で開催される
長崎県下選手権大会へ出場する予定となっていまし
たが、新型コロナウイルスの感染拡大が深刻となった
ため、佐世保市内の４校はすべて出場を自粛（辞退）
いたしました。軟式野球部の皆さん、保護者・応援し
てくださる皆様に本当に申し訳ない思いでいっぱい
です。ご理解いただき本当にありがとうございます。 

 
 
 
 
 ４月から進めてきた「よしっ！いいね！吉井中」
が、生徒会の活動の 1 つとなりました。生活部を
中心に、各クラスの「いいね！」を集めて、廊下に
掲示するという取組です。下の写真にも示してい
るように、たくさんの「いいね！」が集まりまし
た。どれをとっても心がほっこりするような内容
ばかりで、温かい気持ちになります。それ以上に、
生徒の皆さん一人一人が、仲間のよさや頑張りを
いつも見ていること、認めていることを嬉しく思
います。相手のよさや頑張りを素直に認め、感謝
の思いをもつことができる人は本当に立派な人で
す。これからの「いいね！」も楽しみです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
心がほっこりする「いいね！」を紹介します。 
氏名はイニシャルです。男女とも「さん」で表記。 
 
●Ｈさん(1-1)分からない時や困っている時に教
えてくれました。 

 
●Ｙさん(1-2)トイレ掃除の時、掃除が上手でとて
も頑張っていたのでいいなと思いました。 

 
●Ｙさん(2-1)係の仕事を 1 日も休まず頑張って
いたから。 

 
●Ｒさん(2-2)あいさつ運動日に生活部ではない
のにボランティアで活動してくれた。 

 
●Ｋさん(3-1)黒板消しを忘れていた時に、消して
くれていた。 

 
●Ｙさん(3-2)トイレのスリッパを並べていた。 
 
 
 
 
 
 

がんばったメッセージ２ ついに「いいね！」が始動 



 


